
ゴナ 1 日 ( 1 1月品目、水曜日〉

A 会場(岳 o1号室)

分離

座長 山本勇麓(9時から)

lA工 焦点クロマトグラブ法による分離分析法 CX¥;1) ジノレコニクムの

挙動(1 5 ) 

阪大工近大理工品川睦明・大吉 昭

0古島一敬・浦杉広春・松棋 聖

lA2 焦点クロマトグラフ法による分離分析法 CX¥llD 照射クラン中の

短寿命核分裂生成物の分灘(2 0) 

阪大工品 iil陸明 O大吉 昭・大吉債美子

座長 木羽敏泰(9時岳5分から)

lA3 F紙電気泳動法による R 工の分離(続報) Ha'コ+， OE一， EHa 

の泳動度(1 5 ) 

広大理山本男麓 0青木 達・峠 映二

lA4 rP祇電気泳動法による R 工の分離(続報)連続泳動装置の試作と

R工分離への応用(1 5 ) 

広大理山本勇麓 0青木 遼・村上温子

休 憩(1 0時25分から)

座長 藤永太一郎(10時45分から〉

lA5 合成無桧質イオン交換体に関する研究 (¥10 リン酸スズ陽イオン

交主主体による 時 ZTと 95汀bの分離(1 5 ) 

東北大金研鈴木 進・井上 泰 O佐藤明子

lA6 オゾン接触によるアメリシクム、キユリクムの陰イオン交換休へ

の民着(10) 

原研吾勝常致
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才 1 日 ( 1 1月品目、水曜日〉

B 会場 (小ホーノレ)

調製、測定、核反応

座長 長長逸朗(9時から〉

1B1 高純度無担体放射性同位元素の調製 (N) 154Sm(n，r)1558m 

_]-155El<.反応による 155Euの調製(2 0 ) 

原研 O夏目晴夫・佐藤 正

1B2 (P，n)反応による 96Nbおよび 96T cの調製(1 5 ) 
東北大理 塩川孝信 O八木益男・佐々木貞吉・林部昭，吾

座長 浜口 博 (9時 45分から)

1B3 プロトアクチニクムの化学(f) 231paの精製及び 233Paの調製 (20)

東北大金研鈴木 進 O井上泰

1B4 プロトアクチニクムの化学(ID T T Aーペンセ守ン抽出法による過

塩素酸中 Pa仰の挙前の研究(2 0 ) 

東北大金研鈴木 途 O井上 泰

休 憩(1 0時 3 0::)まから)

座長 本因雅健(10時 50分から)

1B5 液体シンチレーシヨンカクンターによる微量ラドンの測定dつい
て(1 5 ) 

原研ラジオアイソトープ研修所 O留自給光・久保奥子

野口正安・村上悠紀雄

工B6 天然 α放射性荻種の逐次定量に関する研究(~04 型陰イオン交換

樹脂の適用) ( 2 0 ) 

金沢大理 O阪上正信・小村和久

座長横山 友(11時 35分から)

1B7 低ノ~"Yクグランド α 一線スベクトロメーターによる Sm - 1 4 7、

Sm - 1晶6の測定 ( 1 5 ) 

原研・立大理 小林義威・道家忠義・高橋寿郎
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才 1 日 ( 1 1月品目、水曜日)

A 会場(401号室)

座長 室松恒信 (11時20分から)

1A8 ネプツニクムのフッ化ランタンへの吸着(1 0 ) 

原研 吾勝永子

lA9 HDEHP逆相クロマトグラフイによる金属イオンの分離(n) 
( 1 0 ) 

原研 渡辺賢寿

1A10 逆椙クロマトグラフイによるジルコニクムー ρ ブニクムの分離

(1 0) 

原研 上野馨 O星三千男

昼 食(12時 5分から)

座長 池田長生(1 3時から)

1 A 12 T e t r a p h e n y 1 a r 8 0 n i u m C h 1 0 r i d eによるルデニクム酸

i恨の拍出(2 0 ) 

近大原研.広大理.阪大工 01京田武夫・山本勇麓・

品川睦明

lA13 アミンーアルコール系溶媒による Pa の抽出挙動について

( 1 5) 

原研 石原健彦 O古牧睦英

一晶一



才 1 日 ( 1 1月刊、水曜日)

B 会場。h;:J;.- Jレ)

1:88 同位体希釈および α線スベクトロメトリーによる 230 Th の定量

( 2 0 ) 

早大理工研 黒沢竜平

昼 食(1 2時 20分から)

座長 阪上正信(1 3時から)

1B9 固体試料の微弱放射能測定について(1 5 ) 

東大物性研 O堀江絹子 中川英毅 本田雅健

1 B 10 自発核分裂計数による 240 PU/239 PU の測定(1 5)' 

原子力事業・東芝中研 O高木仁三郎・大井昇

1 B 11 U 234/ U 238 比測定および Th230 定量法(1 5 ) 

1 B 12 

岡山大湿研 梅本春次 O池田耕三

座長

放射線スベクトルの超分解

東芝中研 井上多円

吉沢康和(1品時から)

( 2 0 ) 

1 :s 13 C a p七ur e ず-r a y sによる Bの定量法の検討(2 0 ) 
東芝中研 O藤井勲・武藤治夫
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才 1 日 ( 1 1月品目、水曜日)

A 会場 ( 4 0 1号室)

座長 村上悠紀雄 (13時45分から〕

1 A 14 D E H P Aによる塩酸溶液からのクランの抽出 (20 ) 

東工試 O佐藤太一・西崎誠・山田勝道

1 A 15 シユク酸カ Jレシクムに対する金属イオンの共沈毅(2 0 ) 

京大化研 重松恒信・田伏正之 O松井正和

休 憩 C1 4待 35分から)

座長 佐野博敏(1品時55分から)

1A16 テクネチクムの水酸化策二鉄への共沈 (20 ) 

京大理 藤永太一郎・ Ih山睦夫 O寒竹嘉彦

1A  17 融解梅より蒸発するポロニクムの挙動(1 5) 

原研 O亀本雄一郎・山岸滋

座長 西 朋太 (17時岳0分)

1A18 融解埼系におけるロ 02 からの FPの分離(1 5) 

原研 亀オ亡、雄一郎 O山岸滋

lA19 極低濃度における放射性同位体の溶存状態の研究(I ) 

ユーロピクムの遠心分離について(2 0) 

係研 O市川富士夫・佐藤忠
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才 1 日 ( 1 1月 4目、水曜臼)

B 会場 (小ホール)

1 B 46 計算機によるがンマ線スペクトルの解析(放射化分析への応用)

(1 5 ) 

原子力事業 O谷 彰・松島安主義

休 憩(1 5時 10分から)

座長 東村差是信 (1 5待30分から)

1 B 14 J R R - 2重水中の放射性核種の決定 ( 2 0 ) 

原研 本島健次・ O坂東昭次・今橋強

1 B 15 広島、長崎に於ける原爆投下時の中性子線量の推定 ( 2 0 ) 

放医研 O伊沢正実・河村正一・橋詰雅・丸山隆司

田中栄一

座長 藤井 勲 (1 6時20分から)

1 B 16 放射化分析におげる炉内速中性子の影響 ( 1 5 ) 

原研 四方英治

1 B 17 原子炉の速い中性子を利用する放射化分析(盟) 28 S i (n， p) 

28 M 反応の利用 ( 1 5 ) 

立大原子力研 O戸村健児・櫨口英雄
， ， 

一守一



才.;1 日 C 1 1月 4目、水曜日)

A 会場 ( 4 0 1号室)

座長 小山睦夫 (16時25分から)

lA 20 薄層クロマトグラフイによる放射性核種の分離(2 0 ) 

放医研 O河村正一・伊沢正実・松下恵己

1 A21 薄産量クロマトグラブイによる 991'10 - OOm T巴 の分離 C1 5 ) 

神奈川工試原研 O島津康行・村上悠紀雄

終了(1 7時 10分)
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フ十 1 日 (1 1月品目)

B 会場 (小ホール)

座長 横山祐之(1 7時から)

1 B 18 速い中性子による核反感断面積(LV ) T D 1反応より発生する

速い中性子エネルギ一分布 ( .8 0 ) 

東北大理 堀川孝信・八木義男 O鍛治東海・佐々木貞吉

1 B 19 速い中性子による核反応断面積 (V) 

(n ， p)反応断面積の測定(2 0 ) 

4重々の核種における

東北大理 堀川孝信・八木益男・鍛治東海 O 佐々木貞吉

終了(1 7時 50分)
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才 2 日 (1 1月 5目、木曜日)

A 会場 (岳 o1号室)

放射続効果

座長 音在清輝(9時から)

2A22 ニッケ Jレアンミン錯橋のホットアトム化学 (1 5 ) 

原研 吉原賢二

2A23 ホットアトム効果による放射性テルノレの濃縮 ( 1 5) 

理研 稲荷田万恵子

2A24 無機化合物におげる反跳アンチモン原子の原子価分布(1 5 ) 

静大放射研，清華大 O神原富治ー・柏平仲幸・桐畑輝

座長 伊沢正実(10時から)

2A25 イオン交換樹脂系のホットアトム化学(¥'1) C r ( C 2 0υ3 

Rへの流動法の適用 ( 1 5 ) 

立教大原研 O松浦辰男・泉水義大・佐々木喬

2A26 縮合トリポリリン酸梅に対する 60C 0γ 線と (n， r )反応の放

射線効果 (1 5 ) 

東大教養 O松浦二郎・室島和子・栗村芳突・古橋昭子

休 憩(1 0時生 O分から)

-10一



才 2 日 ( 1 1月 5日、木曜日)

B 会場 ( 1I、ホール)

放射化分析 核反応

座長 短島昭三(9時から)

2 B20 欽射化(.TRR-I) による 121 S bおよび 123 S b の同位体分

析の検討 ( 2 0 ) 

2 B21 

析

阪大工，近大理工 品川睦明・ 0玉井忠治・石黒高志

1品 MeV 中性子による鉄鋼中のヶイ素およびクロムの放射化分

( 2 0) 

甲南大理 日下譲 O辻治土佐

座長 木越邦彦 (9時50分から)

2 B22 1岳 Meγ 中性子放射化分析における T線スペクト 2 メトリー

( 2 0 ) 

甲南大理，東芝中研，東芝玉JII

0日下譲・辻治維・ j藤井勲..At j藤治夫

三好克彦

2 B23 精度感度からみた酸素迅速放射化分析法の限界 (2 0) 

東芝中研 藤井勲 O武藤治夫

休 憩(10時岳0分から)
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才 2 日 ( 1 1月 5目、木曜日)

A 会場 (4 0 1号室)

座長 吉原賢二(1 1時から)

21~27 反競効果による無担体クロム鋒犠の空成について (1 5 ) 

教管大理 池田長生 O斎藤健治

2 A.28 過マンガン酸カ臼クムにおける 55 M E C立， r) 56 11 n のホ

ツトアトム化学 ( 1 5 ) 

お茶の水大理，理研 佐野博敏

座長 松浦二郎(1 1持品。分より

2A29 臭素酸海のホットアトム化学 (!V) (15) 

理研，東大理 斎藤信房 O安部文敏・佐野博敏

2A30 コパルト錯場のホットアトム化学 C XVD 

2 n ) 78 Br 反応による反跳効果 C 1 5 ) 

東大理 斎藤信房・富永健 O竹田満測雄

79 B r (立，

昼 食 C1 2持 20分より)

度畏 亀本雄一部 ( 1 3時より)

核異性体転移2A31 コバルト錯海のホットアトム化学 CX哩)

に~うホットアトム効果 ( 1 5 ) 

東大理，理研 斎藤信房 O伊藤静子・富永健

。G
'
E
A
 



才 2 日 ( 1 1月 5日、木曜日)

B 会場(ノhホー Jレ〕

座長 夏目晴夫(1 1時から)

2 B24 放射化分析における C E.モニタの :r-iif~;:t (20) 

東芝玉川，東芝中研 υ三好克彦‘藤原利夫・藤井勲

武TIき治夫

21325 同位元素希釈定量法を併用する新放射化分析法(春宮 2琴、〉ー比較

法による金の定量一 ( 2 0 ) 

電通研，東北大選研 O工膝列・鈴木信男

昼 食 (1 1時 50分から)

座長 鈴木 進 ( 1 3時から)

2 B26 核分裂生成物の放射化学分析(n ) 235 U (n ， f) P 

反応における 148 P m の一次収率 ( 2 0) 

原研 O梅沢弘一.V • M工hailova ・夏目晴夫

2B27 Pa-231の放射化定量に関する研究 C 1 5 ) 

金沢大理 阪上正信・;宮木友雄・阿部正男・大沢真澄

座長 本島健次 (13持品 5分下から)

2 B28 鉱物、姥灰中のインジクムの放射化分析 ( 1 5 ) 

京大化研，近大原研 O会田四郎・重松匡信・西 )11泰治
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才 2 日 (1 1月 5日、木曜白)

A 会場 (岳 o1号室)

2A32 コパ Jレト錯塙のホットアトム化学(児掴) コノ{}レトアン

ミン鎧壌のガンマ線分解 ( 1 5 ) 

東大理 斎藤信房 O富永健

座長 大橋 茂 (13時品。分よりj

2A33 β放射体の溶液内放射線効果 (1 5) 

東北大理 様川孝信 O泉類詩郎

21¥34 臭化エチルのベンゼン溶液における (n . 2 n )反応の化学的

安b果(1 5 ) 

東北大理 堀川孝信・佐藤敏郎・伊沢部蔵 O近藤建次郎

座長 松浦辰男(1 4時20分より)

2.A3S 有機ヨク素化合物における(1l， 2n) 反応の化学的効果

( 1 5 ) 

東北大理 梅川孝信・佐藤敏郎 O伊沢郡蔵・近藤建次郎

2A36 放射性壊変の化学的効果に関する研究 Ce-Pr-14生系

(置) ( 1 5 ) 

東北大理 堀川孝信 O大森説

休 憩 (1 5時より)
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才 2 日 ( 1 1月 5目、木曜日)

B 会場(，，，;t-. -Jレ)

2 B29 鉱油および合成泊中の酸素の放射化分析 ( 1 5 ) 

東芝中研 O合志、揚ー・吉田弘美

座長 石原健彦 (14fl寺25分から)

2 B30 アルミニクム中の不純物の放射イ七分析 ( 2 0 ) 

原研 本島健次 O坂東昭次・今橋強

2 B47 生体試料中の水銀の放射化分析 ( 1 5) 

原子力事業 谷 彰 O長尾博之・中山瑞穂

2 B 31 高純度タンタノレ中の不純物の放射化分析 ( 1 5 ) 

電通研 QJI[島敏・独自吉夫

休 憩 C1 5時 3 0分から)

座長 品川控明 (1 5時岳 O分より)

2 s32 海水中の微量重金属の放射イヒ分析 ( 1 5 ) 

東北大理 問好良 O加藤豊明・斎藤選弥・野村紘一

2B33 14N  (-p， α)  11 Cによるグラファイト中の窒素の放射化分析

C 1 5 ) 

理研野崎正
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才 2 日 ( 1 1月 5目、木曜日)

五会場 ( 4 0 1号室)

2A37 

合点)

座長 萩原善次 (158守20分より)

放射性希ガスの固定化の研究(イ才ン衝撃法による 133 X e の

、tjJvnυ 
守

i
f
t

、
l宗研 O市投純雄・ )11崎美知子

2A38 メスパクアー効果の化学への応用(1I ) 鉄化合物の放射

線分解 (1 5) 

東大理，お茶大理，理研 佐野博敏 O富永健・安部文敏

斎藤信房

2A39 数種の鉄鉱物の M紅白 sbauer スペクトル ( 1 5 ) 

九大理 O高島良正・大橋茂

放射性物質の挙動

座長 梅本春次

2A40 放射性同位体を用いたアマルガム交換反応の研究

各種溶液中における金属水銀と水銀イオンとの交換反応

原研 岡下宏

(16時20分より)

( I) 

( 1 5 ) 

2A41 放射性鉄の化学的行動 CIT) (15) 

静岡大 神原富 f古i 0長谷川園彦・鈴木啓子・古橋弘子

-"-16-



才 2 日 ( 1 1月 5日、木曜日)

B 会場 (Ih $ - Jレ)

座長 柴田長夫(16時20分より)

2 B 34 カドミクムー 1 1 2と 3 5 11 e V までの陽子による核反応断頭積

の研究 ( 1 5) 

阪大理 久米三四郎・三藤安佐枝 O詞村日出夫・音在清輝

2 B 3S クランのんリクムーイオンによる核分裂の収率曲線 ( 1 5) 

東大核研，ァーカンソ一大 O 抜本浩. P_K_Kur・da

座長 日下 議 ( 1 7時より)

2 B36 クランの高エネノレギ一光 J後分裂の収率曲線 ( 1 5) 

東大核研，アーカンソ一大 O坂木浩. P.K.Kuroda 

2 B37 クラン-2 3 5核分裂の際の銀-1 1 2の収率 ( 1 0 ) 

原研， M I T 0木村幹・ C.D.Coryel工

座長 神原富治 (1'l時35分から)

2 B 38 P t - 1 8 8 ，工 r- 1 8 8の de c ay (1 5 ) 

東大理， ，該研 3 原研 O佐藤純・山有敏光 -f葉山拾之・

坂井英次

2 B39 R e における Per七urbed Angular Correla七ion の試

み(1 5 ) 

東大理，核研 O佐藤純・横山袷之・山崎敏光
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才 2 日 ( 1 1月 5B，.木曜日〉

A 会場 ( 4 0 1号室)

2A42 溶融縮会リン酸塩中のリンの同位体交換反応 (i 5) 

九大理 大矯茂 O与座範政

終了 (1 7時 20分)

犠放射化学研究委員会

1 2時から 6 0 5号室で

Q
U
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才 2 日 (1 1月 5目、木壊日)

B 会場 (11¥* -)レ) . 

終 了(1 8 r冷 15分)
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才 3 日 (1 1月 6目、金曜日)

A 会場 ( 4 0 1号室)

放射線物質の挙動ー続き一

座長 垣花秀式(98寺30分から)

3 A 43 L u E D 'I' A -L u交換反応の研究 (1 5) 

大放中研 O 朝野裁美・岡田聴・版本浩・谷口節男

jl、林康司

3A44 U 02 単結晶中の不揮発性核分裂生成物の主主散 ( 1) (15) 

東芝中研，原子力事業 O大井昇・高木仁三郎

座長 田中重男 (10時10分から)

3 A45 U 02 単結晶中の不揮発性核分裂生成物の拡散 Cll) (15) 

東芝中研，原子力事業 大井昇 O高木仁三郎

3A46 四ヨク化クランとヨク素との反応 (1 5) 

原研 O半田宗男'柴是行

休 憩 ( 1 0時 50分から)

座長 同 好良(11時10分から)

3A47 金属硫化物形イオン交換樹脂に対する放射性核種の挙動

C 1 5) 

放医研 O渡利一夫・小柳卓・伊沢正実
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才 3 日 ( 1 1月 8目、金曜日)

B 会場(11吋-)レ)

R 工製造

座長 久米三昭郎(9~ 子 30分から)

3 B40 リチクム塩溶液の原子炉照射による 18F の生成 ( 1 5) 

武蔵工大原研 O丸山芳笑・出縄和英

3 B 41 (n， r)反応により製造する精製 R1中の不純物 金，銀タ

.ーグツトの検討 ( 1 5 ) 

原研 O山林尚道・中村治人・天野恕

座長 岩田志郎(10時10分から)

3 B42 (n ， r )反応により製造する精製 R 1中の?に純物 テルピクム

ホノレミクム及びイツテルピウムターグツトの検討 (1 5) 

原研 O久保田益充・夏目晴夫・天野恕

3 B 43 (n ， r )反応により製造する精製 R工中の不純物 ナトリクム

カリクムおよび臭素ターグツトの検討 ( 1 5 ) 

原研 中村治人・物井澄子 O高橋智子・天野恕

休 憩(1 0待 50分から)
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才 3 日 (1 1月 6日、金曜日)

A 会場 (岳 o1号室)

3A48 三価アクチニド元素とランタニド元素の錯場形成の差遣につい

て(1 5 ) 

東京理科大，ストックホルム工大 関線連也

座長 木曽義之(11時50分点、ら)

3A49 アルキノレ硫酸ナトリクムの泡による放射能汚染除去 ( 1 5 ) 

九大理 佐田俊勝・筒井義清 O松浦良平

3ASO 金属表面の放射化学的研究 (1 5) 

神戸大理 O菟原逸朗・和田悟朗・加藤芙美

終了(1 2時 30分)
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才 3 日 ( 1 1月 6目、金曜日)

B 会場 (小ホール)

座長 塩川孝信 (ll時10分から)

3 B 44 238 U (p ， p n) 237 U反応による 237 Uの精製と定量

( 1 5) 

原研 物井澄子

3845 

製造

20M  eV リニアエ ν クトロンアクセラレータ fこよる 67 C U (T) 

( 2 () ) 

原研 柴田長夫 O田中吉左右

終了(1 1時 5 5分)
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才 8 日 ( 1 1月 6目、金曜日〕

特別講演
大ホー Jレで

座長 中井敏夫(1 3時から}

1 i化学結合の放射能半減期に及ぼす影響j

京都大学教授 清水 栄

休 懇 ( 1岳時から)

座長 奥野久輝(1生時 10分から)

2 r天然における接破砕反応生成物j

東京大学教授 本田雅健

懇 親 A
E
 

大ホールで( 1 7時から)
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才 4 日 ( 1 1月 7目、土曜日7

見 学 会

京都大学原子炉実験所

1 3時、国鉄 I1lsl:和線」熊取駅集合

畏 耳" 会

/t 1 日~ /t 3 臼 I 8階ロビーで」

附 記

木討論会を開催するにあたり、下記各社より御援助をいた C きました

ことを深く感謝致します。

(五十音順)

神 戸 工 業 株 式 会 社

株式会社 島津製作所

東芝放射線 株式会社

日 製 産 業 株 式 会 社

日 本 無 線 株 式 会 社

菱 電 機 株 式 会 社

栃l 本 商 事 株 式 会 社
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